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 情報通信技術が急速に発展し，ICT（Information and Communication Technology）革命とも称
される昨今，大学を含む高等教育機関においても高度情報化社会への対応が緊急の課題となってい
る。大学においては，1960 年代のカセットテープやビデオなどの視聴覚教材を利用した LL 
（Language Laboratory）教室の導入に始まり，1980 年代には CAI（Computer-Assisted 
Instruction）やCMI（Computer-Managed Instruction）などのコンピュータ支援による学習シス
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と ICT環境の具体的活用事例について報告する。 図 1. 学習環境構成概念図（内田洋行資料） 
 
3. 授業実践報告 








































      図 1. 学生向け資料    図 2. 公開課題と学習履歴 
 授業時間外学習については，図3で示すような練習問題を毎授業時にWebClass上で学生に課し
た。図3では，すべての練習問題が表示されているが，それぞれの練習問題は，授業内で扱った後










































が学内外問わず PC やスマートフォン、タブレットから利用できるという利点がある。3.1 ですで
に述べられたように，授業終了後，次回授業までの間に，学生は教員から提示された課題を学内の
共用 PC や自宅の個人 PC，スマートフォンやタブレット等を利用して，自宅などで各自課題に取
り組む。 



























































































































































































































図 5. 週間の授業に関する学習時間（分野別）（中央教育審議会 2012） 
4.2 ICT環境に関する調査に見る今後の展望 






































○おもしろい　　　　・・＋・・　○つまらない 92% 8% 0%
○使える　　　　　　・・＋・・　○使えない 86% 10% 0%
○学習活動に役立つ　・・＋・・　○役には立たない 90% 4% 0%
Q1.  これらの教室で、使ったことがある項目の番号に〇を




① ワイヤレスプレゼンツール（wivia）利用 14 27
⑤ 単なる一般教室として使っている 8 16
③ 電子黒板利用 5 10
⑥ その他（                                                  ) 0 0
（２）以下のそれぞれの項目で当てはまると思う項目の番号に○を
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The rapid growth and improvement in Information and Communication Technology 
or ICT has led to the diffusion of technology and ICT has widely been applied to language 
education as an efficient learning or teaching tool in recent years. The purpose of this paper is to 
examine effective language education using ICT. This paper reviews practical use of ICT in 
English and Japanese classes at Kansai University of International Studies and reports the 
current state and issues of the class management under ICT environment.  
 
 
